
　（別紙４-２） 事業所名：　グループホーム　くらしさ北広島　　

作　成　日：　平成　３０年　２月　２０日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

町内会との繋がりが、町内会主催の徘徊者発見
訓練参加、町内イベント（ふまねっと）の参加にと
どまっているのが現状で、上手く繋がっていると
はいえない。

町内会長・民生委員の方との接触を密に行
い、町内会イベントへの参加や事業所へ足を
運んでいただけるよう信頼関係を築いてい
く。

・町内会長、民生委員とのコミュニケーションを確立
し、町内会活動への積極的な関わりをもつ。
・運営推進会議のご案内を直接行うことで、接触の
機会をもつ。
・事業所行事へのお誘いを行う。

３ヶ月

2 18

外出の機会が、雪の季節以外での日課の散歩
に留まっている。集団での外出も行えていない現
状である。

年2～3回の遠出の外出を実施する。また、定
期的な買い物を行う。

・春に外出行事の企画を立てる。
・週１回の買い物の日を設定し、日課にする。
・町内会イベント（ふまねっと）2回/月に、入居者様
交代で参加する。

３ヶ月

3
自己
13

職員の介護知識・技術の向上。研修システムは
確立できてきているが、実践に活かしきれていな
い部分が多くある。

職員一人ひとりが、介護での意見が述べられ
るようになる。（個別カンファレンス）
※介護知識、技術の経験や知識が少ない職
員が多いため、現段階での目標とする。

・研修後の研修報告にて、事例を基に再研修を行
う。　実践へ繋げる。
・外部研修への参加の促進

６ヶ月

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


